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フ リ ガ ナ ヨコハママチヅクリガクセイカイギ

団 体 名 横浜まちづくり学生会議 

代表者氏名 池谷 風馬 

支援分野（注１） 支援分野の内容 

ルール又は

プランづくり等 
〇 

地域まちづくりプラン  地域まちづくりルール 

地区計画  建築協定  景観計画  景観協定 

まち普請事業 

その他地域のまちづくりに関する計画 

市街地開発事業等 土地区画整理事業 市街地再開発事業 

防災まちづくり等 
横浜市の制度を活用した地震火災対策 

密集市街地の改善  防災・減災の指導 

その他 

得意とする分野 
〇 

地域福祉（高齢者・障がい者・子育て支援等）  防犯 

水・緑・環境  歴史・文化・アート 

空き家・空き地の利活用  商店街活性化  狭あい道路整備 

耐震改修  共同建替  コミュニティの再生 

地域の活動拠点運営  地域交通サポート事業 

ICT・WEB の活用 

その他（    ） 

※得意とする支援の内容を囲んでください（複数回答可）。該当するものが無い場合は、その他の欄に記入してください。
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支援分野の内容・ 

支援可能なテーマ 
地区名 時期 

支援内容等 

※ 支援の成果も含め、できるだけ具体的にお書き

ください。

横浜まちづくり学

生会議 

第 1回フォーラム 

関内地区 2015 年 5月 

「地域インターンシップを活用したまちづくり」を

テーマとしたフォーラムを開催した。実務経験者の

基調講演のほか、学生による研究成果の発表、学識

経験者によるパネルディスカッションを行った。

（会場：横浜市開港記念会館） 

横浜まちづくり学

生会議 

第 2回フォーラム 

みなとみ

らい地区 
2016 年 3月 

「現場から考え、行動する、まちづくりの人材育成

を目指して」をテーマとしたフォーラムを開催した。

実務経験者の基調講演のほか、学生による研究成果

の発表、グループディスカッション、学生・社会人

のパネルディスカッションを行った。 

（会場：帆船日本丸記念財団 訓練センター） 

横浜まちづくり学

生会議 

第 3回フォーラム 

関内地区 2017 年 3月 

「地域アイデンティティの発掘と発展」をテーマに、

学生の発表、ポスターセッション、グループワーク、

パネルディスカッションを含むフォーラムを開催し

た。 

（会場：横浜市開港記念会館） 
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※注意：このシートは横浜市の
ホームページ等で公開されます。 
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横浜まちづくり学

生会議 

第 4回フォーラム 

関内・関外

地区 
2018 年 3月 

「横浜を題材にこれからの都心居住を考える」を

テーマとしたフォーラムを開催した。学生による

事例発表、ポスターセッション、参加者を対象とす

るまちあるき、グループディスカッションを行っ

た。

（会場：横浜市技能文化会館） 

横浜まちづくり学

生会議 

第 5回フォーラム 
都筑区 2019 年 3月 

「近隣センターを題材にこれからのまちづくりを

考える」をテーマとしたフォーラムを開催した。学

生による事例発表、ポスターセッション、参加者を

対象とするまちあるき、グループディスカッショ

ンを行った。

（会場：かけはし都築） 

横浜まちづくり学

生会議 

第 6回フォーラム 
西柴地区 2021 年 3月 

「近隣センターを題材にこれからのまちづくりを

考える その 2」をテーマとしたフォーラムを開催

した。初のリモート開催となり、地域の方現状紹

介、ブレイクアウトルーム機能を用いたグループ

ディスカッションを行った。 

（会場：Zoom によるリモート開催） 

まちづくりに関するPR 

 私たち団体は横浜市内でまちづくりを研究する大学生・大学院生が中心となった、横浜のまちづくりを題

材としたフォーラムを継続的に毎年主催しています。フォーラムでは実務経験者による基調講演、学生によ

る研究成果の発表などを行っています。コロナ禍前のフォーラムでは、参加者を対象とするまちあるき、グ

ループディスカッションの企画に力を入れておりました。現在、「学生が考えるこれからのまちづくり」に

ついて議論を行い、課題発見、その解決策・解決策などの提案を積極的に行っております。
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※注意：このシートは横浜市の
ホームページ等で公開されます。 


